
令和 7 年度 事業報告 
 

公益財団法人亀岡市スポーツ協会は、「スポーツに親しみ、スポーツで笑顔、スポーツで元気な亀

岡」の実現を目指して、市民スポーツのより一層の推進と競技力の向上のため諸事業を実施した。 

令和７年度は当協会設立７０周年の節目にあたり、その集大成として記念誌「７０年のあゆ

み」を発刊した。あわせて、記念式典および懇談会を開催し、関係者や諸団体の皆様と７０年

の歩みを振り返る機会となった。 

 

【重 点 事 項】                    

１ 運営基盤の整備並びにスポーツ協会の機能の充実 

事業の推進に必要な財源を確保するため、賛助会員を募り、多くの会員に御支援をいただいた。 

また、本協会が所有するスポーツ用具の貸出しに伴う使用料や、印刷機の使用に伴う使用料に

より、事業充実のための用具の補充や加盟団体の事業支援を行った。 
 

２ 市民スポーツの推進 

誰もが気軽に参加できるスポーツ事業として、生涯スポーツデーや、グラウンド・ゴルフを楽しむ

会等実施した。スポーツフェスティバルでは、町対抗種目として５年ぶりにソフトバレーボール大会

を再開した。ソフトボール大会は昨年に続き、天候不良で中止となった。記念大会として大運動会

を実施するため準備をしていたが前日からの雨で中止となった。亀岡市民駅伝競走大会は、５０回

を機に内容を再検討することとなった。 

また、当協会のホームページや広報かめおか、スポ協だより等でスポーツの推進に関わる情報

の収集と提供を行った。加盟団体には、スポーツ活動に対し、運営活動補助金や事業補助金を交

付し、スポーツの推進に努めた。 
 

３ 競技力の向上 

第４８回京都府民総合体育大会において、各競技団体と連携して選手派遣強化費を有効

に活用し選手の強化を図った。その結果、選手各位の健闘と関係者のご努力により、総合

第２位という優秀な成績を収めることができた。 

また、各競技において教室の開催や大会の実施を通じて、選手強化を図られたことで、

多数のジュニア選手が目覚ましい活躍をすることができた。 
 

４ 指導者の資質の向上と養成 

指導者の資質向上を図るため、京都中部総合医療センター外科部長の琴浦義浩氏を講師に

お迎えし、「スポーツ傷害」をテーマに研修会を開催した。傷害の発生メカニズムから診断、

治療、予防に至るまで、指導現場で役立つ具体的な事例を交えた貴重なご講演をいただいた。 

 

５ スポーツ少年団の育成と拡充 

スポーツ少年団は、活動強化事業として、団員、指導者、保護者らとともに体力テストを実施し、

団員相互の交流を深めた。 
 

６ 都市間交流事業の推進 

京都市西京区と亀岡市は、軟式野球競技、グラウンド・ゴルフ競技において都市間交流事業を

実施した。 

 

７ 指定管理施設の有効活用 

本協会が管理している社会体育施設は、安全・安心な状態で利用できるよう維持管理に努めた。 


